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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第71期

第１四半期
連結累計期間

第72期
第１四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　平成26年４月１日

至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日

至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日

至　平成27年３月31日

売上高 （百万円） 8,720 7,542 57,865

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △646 △347 5,155

親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失（△）

（百万円） △334 △466 10,698

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △239 △212 11,297

純資産額 （百万円） 38,478 41,239 42,035

総資産額 （百万円） 52,507 53,504 60,141

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） △11.51 △16.04 367.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.2 77.1 69.9
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第71期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。第72期第１四半期連結累計期間及び第71期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期

連結累計期間より「当期純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する当期純利益又は親

会社株主に帰属する四半期純損失（△）」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、原油価格下落の影

響や各種政策の効果もあって、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、新興国の経済動向、欧州の債務問題な

ど海外景気の下振れによって、我が国の景気を下押しするリスクが懸念されました。

当社グループを取り巻く環境につきましては、平成27年度当初予算では、公共事業関係費について一般会計で前

年度当初予算比横這いの状況の中、受注競争の激化など、引き続き厳しい状況となりました。

当社グループは、このような環境の下、中期経営計画『Ｇｒｏｗ ｕｐ ２０１５』の最終年度として、「顧客の

拡大」を最重点課題とする成長戦略に基づき、各施策の取り組みを行ってまいりました。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高7,542百万円（前年同四半期比13.5％減）となりまし

た。また、営業損失414百万円（前年同四半期は営業損失711百万円）、経常損失347百万円（前年同四半期は経常損

失646百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失466百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損

失334百万円）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（アスファルト応用加工製品事業）

アスファルト応用加工製品事業につきましては、オリジナル製品及び工法の設計・受注活動を推進するととも

に、原材料価格変動への対応を図りました。当第１四半期連結累計期間の売上高は3,044百万円（前年同四半期比

21.5％減）、セグメント利益は284百万円（前年同四半期比1,257.7％増）となりました。

（道路舗装事業）

道路舗装事業につきましては、発注物件への工法提案及び受注活動に加え、原価管理の強化を図りました。当

第１四半期連結累計期間の売上高は4,427百万円（前年同四半期比7.3％減）、セグメント損失352百万円（前年同

四半期はセグメント損失363百万円）となりました。

（その他）

その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は70百万円（前年同四半期比3.1％増）、セグメン

ト利益は54百万円（前年同四半期比6.3％増）となりました。
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(2)　財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度末に比べて6,637百万円減少し、53,504百万円となりました。これは、受取手形及び売

掛金が8,490百万円減少、現金及び預金が947百万円、建設仮勘定が390百万円、投資有価証券が488百万円増加した

ことなどによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて5,841百万円減少し、12,264百万円となりました。これは、買掛金が3,008百

万円、未払金が717百万円、未払法人税等が1,856百万円、賞与引当金が439百万円減少したことなどによるもので

す。

純資産は、前連結会計年度末に比べて795百万円減少し、41,239百万円となりました。これは、利益剰余金が

1,047百万円減少、その他有価証券評価差額金が264百万円増加したことなどによるものです。

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は110百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成27年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年８月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 31,685,955 31,685,955
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 31,685,955 31,685,955 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金

増減額

(百万円)

資本金

残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

  平成27年６月30日 ― 31,685 ― 2,919 ― 2,017
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,608,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,805,000 28,805 －

単元未満株式 普通株式 272,955 － －

発行済株式総数 31,685,955 － －

総株主の議決権 － 28,805 －
 

(注) １　単元未満株式の欄には、当社所有の自己株式が686株含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）
ニチレキ㈱

東京都千代田区九段
北四丁目３番29号

2,608,000 － 2,608,000 8.23

計 － 2,608,000 － 2,608,000 8.23
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人日本橋事務所により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,789 16,737

  受取手形及び売掛金 18,968 10,477

  電子記録債権 1,998 1,152

  有価証券 15 15

  商品及び製品 796 872

  未成工事支出金 154 316

  原材料及び貯蔵品 851 712

  未収還付法人税等 － 201

  繰延税金資産 520 279

  その他 152 364

  貸倒引当金 △57 △22

  流動資産合計 39,191 31,107

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,506 4,557

   機械装置及び運搬具（純額） 3,791 3,723

   土地 4,350 4,350

   リース資産（純額） 16 299

   建設仮勘定 232 622

   その他（純額） 363 439

   有形固定資産合計 13,260 13,993

  無形固定資産   

   その他 284 286

   無形固定資産合計 284 286

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,745 5,234

   関係会社出資金 786 786

   繰延税金資産 406 625

   長期預金 624 624

   その他 933 934

   貸倒引当金 △66 △62

   投資損失引当金 △26 △26

   投資その他の資産合計 7,404 8,116

  固定資産合計 20,949 22,396

 資産合計 60,141 53,504
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 6,467 3,459

  短期借入金 700 700

  未払金 3,460 2,743

  未払法人税等 1,903 47

  繰延税金負債 0 －

  賞与引当金 833 394

  その他の引当金 159 41

  その他 1,354 1,220

  流動負債合計 14,879 8,605

 固定負債   

  長期未払金 32 30

  リース債務 8 285

  長期預り金 51 51

  繰延税金負債 620 755

  環境対策引当金 4 3

  退職給付に係る負債 2,496 2,428

  資産除去債務 12 104

  固定負債合計 3,226 3,658

 負債合計 18,105 12,264

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,919 2,919

  資本剰余金 2,017 2,017

  利益剰余金 35,991 34,943

  自己株式 △1,382 △1,384

  株主資本合計 39,546 38,497

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,040 2,304

  退職給付に係る調整累計額 448 437

  その他の包括利益累計額合計 2,488 2,742

 純資産合計 42,035 41,239

負債純資産合計 60,141 53,504
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 ※  8,720 ※  7,542

売上原価 7,667 6,350

売上総利益 1,052 1,192

販売費及び一般管理費 1,764 1,606

営業損失（△） △711 △414

営業外収益   

 受取利息 2 3

 受取配当金 54 58

 為替差益 － 2

 その他 9 3

 営業外収益合計 67 68

営業外費用   

 支払利息 0 0

 為替差損 0 －

 その他 1 0

 営業外費用合計 2 0

経常損失（△） △646 △347

特別利益   

 固定資産売却益 5 7

 投資有価証券売却益 0 －

 特別利益合計 5 7

特別損失   

 固定資産売却損 0 －

 固定資産除却損 0 11

 退職特別加算金 － 12

 特別損失合計 0 24

税金等調整前四半期純損失（△） △641 △364

法人税、住民税及び事業税 46 63

法人税等調整額 △269 38

法人税等合計 △223 102

四半期純損失（△） △418 △466

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △83 －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △334 △466
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △418 △466

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 186 264

 退職給付に係る調整額 △7 △10

 その他の包括利益合計 179 253

四半期包括利益 △239 △212

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △154 △212

 非支配株主に係る四半期包括利益 △84 －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 

当第１四半期連結累計期間

（自  平成27年４月１日  至  平成27年６月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第44-５項（４）及

び事業分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
 

 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第４四半期に完成する工事の割合が大きいため、第１四半期連

結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなると

いった季節的変動があります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

減価償却費 459百万円 503百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月27日
定時株主総会

普通株式 581 20 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月26日
定時株主総会

普通株式 581 20 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

アスファルト
応用加工製品

事業

道路舗装
事業

計

売上高        

 外部顧客への売上高 3,875 4,776 8,651 68 8,720 － 8,720

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

1,244 － 1,244 12 1,256 △1,256 －

計 5,119 4,776 9,895 81 9,977 △1,256 8,720

セグメント利益又は損失
（△）

20 △363 △342 50 △291 △419 △711
 

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険代理事

業等であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△419百万円にはセグメント間取引消去△19百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△399百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

アスファルト
応用加工製品

事業

道路舗装
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,044 4,427 7,471 70 7,542 － 7,542

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,138 － 1,138 13 1,151 △1,151 －

計 4,182 4,427 8,610 84 8,694 △1,151 7,542

セグメント利益又は損失
（△）

284 △352 △67 54 △13 △401 △414
 

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、損害保険代理事

業等であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△401百万円にはセグメント間取引消去△17百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△383百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成27年４月１日
  至  平成27年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △11.51円 △16.04円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額
（△）(百万円)

△334 △466

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）(百万円)

△334 △466

普通株式の期中平均株式数(千株) 29,082 29,076
 

(注)　前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月４日

ニチレキ株式会社

取締役会  御中

 

監査法人日本橋事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 
公認会計士   小   倉   　   明   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   千   葉    茂  寛   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチレキ株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチレキ株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期連結財務

諸表等に添付される形で当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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